
  

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
も
う
す
ぐ
ね 

妻
が
不
気
味
な 

定
年
前
）
（
や
な
予
感 

女
房
敬
語
で 

返
事
す
る) 

（
か
あ
さ
ん
の 

昔
の
写
真
で 

へ
ぇ
ー
ボ
タ
ン
）
（
初
孫
は 

整
形
前
の 

母
親
似
） 

会
計
監
査
か
ら
報
告
が
行

わ
れ
た
。
質
疑
の
後
、
拍

手
で
承
認
。 

 

続
く
次
年
度
の
活
動
計

画
と
予
算
の
案
が
提
起
さ

れ
、
全
体
の
承
認
が
得
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
６
月
開

催
の
通
常
総
会
に
提
案
さ

れ
る
事
が
確
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
総
会
で
は
Ｌ
Ｓ
Ｃ 

(1)第639号（1991年3月22日第三種郵便物認可）    れんごう中越地協    毎月3回(1日･11日･21日発行)2009年4月21日 

 

見
学
。
そ
し
て
復
旧
さ
れ

た
道
路
や
施
設
を
見
学
。

復
興
モ
デ
ル
住
宅
で
は
建

屋
の
中
ま
で
見
学
し
た
。

映
画
「
掘
る
ま
え
か
」
で

一
躍
有
名
に
な
っ
た
手
掘

り
ト
ン
ネ
ル｢

中
山
隧
道｣

で
は
、
バ
ス
か
ら
降
り
て 

懐
中
電
灯
を
持
っ
て
山
古

志
側
か
ら
魚
沼
市
側
へ
向

か
っ
て
１
．
６
㎞
を
歩
い

て
抜
け
ま
し
た
。
先
人
の

苦
労
と
パ
ワ
ー
を
感
じ
た

と
こ
ろ
で
す
。 

 

帰
り
は
小
千
谷
側
か
ら

下
っ
て
、
浦
柄
や
妙
見
の

崩
落
現
場
が
残
さ
れ
た
地

点
を
車
窓
見
学
。 

 

こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ 

っ
て
初
め
て
現
地
を
視
察

し
た
メ
ン
バ
ー
も
お
り
有

意
義
な
研
修
会
と
な
っ
た
。 

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは  http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp 

●
イ
ラ
ン
人
の
女
性
監
督

の
手
で
作
ら
れ
た
映
画
に

つ
い
て
マ
ス
コ
ミ
報
道
さ

れ
て
い
た
。
ア
フ
ガ
ン
の

子
供
た
ち
の
日
々
の
様
子

が
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と

し
て
ス
ク
リ
ー
ン
に
登
場

し
て
い
た
。 

●
子
供
の
遊
び
で
一
人
の

女
の
子
を
、
数
人
の
男
の

子
ら
が
棒
き
れ
を
銃
に
見

立
て
て
か
ざ
し
、
「
タ
リ

バ
ン
だ
。
神
を
侮
辱
し
て

い
な
い
か
。
」
と
口
々
に

叫
ぶ
。
女
の
子
が
「
神
は

偉
大
で
す
。
」
と
大
声
を

張
り
上
げ
る
と
、
向
け
ら

れ
て
い
た
銃
口(

棒
き
れ)

が
下
に
向
け
ら
れ
た
。 

●
監
督(

２
０
歳)

は
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
「
こ
の
子
ら

は
生
ま
れ
た
時
か
ら
ず
っ

と
、
戦
禍
を
逃
げ
惑
う
こ

と
し
か
知
ら
な
い
。
空

爆
・
掃
討
作
戦
の
巻
き
添

え
で
、
親
や
身
寄
り
の
な

い
子
供
も
多
い
。
テ
ロ
対

策
は
、
経
済
再
建
と
子
供

の
教
育
こ
そ
が
必
要
。
軍

事
作
戦
を
続
け
れ
ば
続
け

る
ほ
ど
テ
ロ
リ
ス
ト
を
拡

大
す
る
だ
け
。｣

と
。 

●
感
情
的
で
は
な
く
、
冷

静
に
、
ト
コ
ト
ン
、
反
戦

平
和
を
訴
え
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
様
々
な
切

り
口(

被
害
者
側
・
加
害

者
側
・
第
三
者
で
も)

で

反
戦
平
和
を
訴
え
な
け
れ

ば
。
第
８
０
回
長
岡
地
区

メ
ー
デ
ー
は
「
長
岡
空

襲
・
紙
芝
居
『
思
い
出
の

記
』
」
が
上
演
さ
れ
る
。 

 

理
事
会
は
理
事
会
役

員
・
会
計
監
査
の
全
員
が

出
席(

１
名
の
み
委
任)
し

て
実
施
さ
れ
た
。 

 

理
事
長
が
挨
拶
、
座
長

を
担
当
し
た
。
県
Ｌ
Ｓ
Ｃ

佐
藤
事
務
局
長
か
ら
挨
拶

を
い
た
だ
い
た
後
、
事
務

局
よ
り
活
動
報
告
・
決
算

報
告
が
な
さ
れ
、
続
い
て 

 

 

午
前
９
時
４
０
分
定
刻

に
Ｊ
Ｒ
駅
東
口
近
く
の
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
で
出
発
。
委
員

会
役
員
１
３
名
と
中
越
地

協
の
担
当
副
議
長
・
金
内

さ
ん
ら
３
名
も
参
加
。 

 

山
古
志
会
館
到
着
後
、

第
４
回
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
当
面
す
る
活
動
等
の

意
思
統
一
が
図
ら
れ
た
。

会
議
後
、
同
会
館
に
て
中

越
大
震
災
発
生
か
ら
復
旧

に
至
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
。
以

降
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗

車
し
て
、
農
家
民
宿
で
山

菜
料
理
の
昼
食
。
休
憩
後 

被
災
現
況
が
残

さ
れ
て
い
る
水

没
民
家
・
堰
止

め
湖
、
土
砂
崩

れ
跡
地
な
ど
を 

 

事
務
局
体
制
を
強
化
す
る

た
め
に
、
個
人
加
盟
方
式

で
応
援
団
の
会
を
設
立
し

て
補
強
す
る
こ
と
な
ど
も

提
起
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。 

 

な
が
お
か
Ｌ
Ｓ
Ｃ
は
見

附
事
務
所
も
含
め
、
初
年

度(

変
則
１
４
か
月)

で
、

２
９
８
件
の
相
談
が
受
け

付
け
さ
れ
、
各
相
談
事
案

毎
に
相
談
内
容
や
最
終
解

決
へ
向
け
た
対
応
機
関
・

組
織
毎
の
集
計
が
報
告
さ

れ
た
。
ま
た
、
Ｌ
Ｓ
Ｃ
に

相
談
さ
れ
た
広
報
媒
体
ご

と
の
集
約
が
な
さ
れ
デ
ー

タ
と
し
て
提
示
・
紹
介
が

な
さ
れ
た
。
相
談
者
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
支
援

機
関
が
広
が
っ
た
こ
と
か

ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ

い
て
も
、
通
常
総
会
に
提

起
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。 
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見
な
く
っ
ち
ゃ 

聞
か
な
く
っ
ち
ゃ 

言
わ
な
く
っ
ち
ゃ 

ながおかライフサポートセンター「理事会」 

０８年の活動報告･決算報告･監査報告承認 
０９年度の活動計画･予算審議、６月通常総会で決定 
新年度では事務局サポートを支援する個人加盟ＯＢ組織を編成予定 

 

な
が
お
か
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
４
月
１

３
日(

月)

午
前
１
１
時
か
ら
理
事
会
を
開
催
。
０
９

年
度
の
活
動･

決
算･

監
査
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
。
さ
ら
に
６
月
開
催
予
定
の
通

常
総
会
に
向
け
た
活
動
計
画
・
予
算
審
議
、
そ
の
他

に
つ
い
て
意
見
交
換
が
図
ら
れ
た
。 

連合新潟･第３回地協代表者会議の案内 

日時 ５月１６日(土)13：00~15：00 
会場 ガレッソホール(新潟市・ＪＲ駅前) 
議題 ①地協･支部･ＬＳＣ活動の強化について 
   ②衆院選対応について、③2010年度自治 
    体要望について、④その他 
出席要請：地協儀翔・事務局長＋支部代表も可 

連合中越青年女性委員会「ＳＪネット研修会」 

会議と山古志の復興状況視察を実施 

大震災の傷跡視察と再生状況を確認 

 

連
合
中
越
青
年
女
性
委
員
会｢

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト｣

は
、 

４
月
１
８
日(

土)

に
山
古
志
会
館
に
て
研
修
会
を
実

施
。
第
４
回
委
員
会
を
行
っ
た
後
、
山
古
志
地
域
を

視
察
し
て
、
中
越
大
震
災
の
傷
跡
と
同
時
に
、
復
興

状
況
な
ど
を
視
察
し
た
。 

ロビーを借りて委員会を開催 

手掘りトンネル中山隧道入口 
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳 

（
持
ち
出
す
な 

結
婚
前
の 

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）
（
安
定
所 

何
度
行
っ
て
も 

不
安
定
）
（
年
ご
と
に 

テ
レ
ビ
も
髪
も 

薄
型
に
）
（
親
バ
カ
も 

十
年
経
つ
と 

バ
カ
な
親
） 

 

集
合
地
・
デ
モ
コ
ー
ス
が

変
動
す
る
こ
と
か
ら
、
前

日
の
４
月
３
０
日(

木)

午

後
６
時
か
ら
実
行
委
員
会

全
体
が
集
合
し
て
、
各
担

当
毎
の
任
務
の
再
確
認
を

図
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

各
集
団
か
ら
の
質
疑
で

は
、
大
幅
変
更
と
な
る
北

部
・
Ｃ
集
団
の
現
地
へ
の

移
動
方
法
な
ど
に
つ
い
て

要
望
が
出
さ
れ
、
早
急
に

該
当
す
る
各
単
組
の
意
向

調
査
を
行
い
、
対
処
す
る 

 

本
年
４
月
上
旬
、
柏
崎

市
内
に
あ
る
汚
水
処
理
・

配
管
工
事
な
ど
の
事
業
を

行
っ
て
い
る
Ｎ
社
で
働
く

社
員
が
長
岡
市
内
の
弁
護

士
事
務
所
を
訪
ね
た
。 

 

内
容
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
社
員
４
５
名

の
個
人
情
報
が
流
れ
た
こ

と
が
発
覚
。
原
因
は
社
長

が
勤
務
時
間
内
に
総
務
課

の
パ
ソ
コ
ン
で
馬
券
を
購

入
、
そ
の
際
ウ
イ
ル
ス
感

染
し
て
社
員
個
人
情
報
が

流
出
し
た
こ
と
が
判
明
。 

 

こ
の
社
長
は
雇
わ
れ
社

長
で
、
出
社
し
て
も
仕
事

は
な
く
、
新
聞
を
読
む
か

昼
寝
。
社
員
が
汗
水
流
し 

 
 

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは  http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp 

催
さ
れ
た
。 

 

矢
島
議
長
が
進
行
し
て

事
務
局
よ
り
大
ま
か
な
流

れ
と
任
務
分
担
・
地
区
大

会
全
体
に
代
わ
る
提
案
が

な
さ
れ
た
。 

 

本
年
は
毎
年
実
施

さ
れ
て
き
た
厚
生
会

館
が
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル

建
設
に
向
け
て
解
体

工
事
が
開
始
さ
れ
た

た
め
、
長
岡
市
立
劇

場
に
移
っ
た
こ
と
か

ら
、
４
集
団
の
集
合

地
や
デ
モ
コ
ー
ス
な

ど
が
大
幅
に
変
更
さ

れ
る
事
と
な
っ
た
。 

 

記
念
事
業
は
長
岡

空
襲
・
紙
芝
居
「
思

い
出
の
記
」
の
上
演

が
、
新
潟
拍
子
木
の

会･

今
井
和
江
さ
ん
、 

音
楽
・
効
果
音
に
つ

い
て
は
平
和
の
森
コ

ン
サ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ 

ッ
ク
ス
タ
ッ
フ(

ギ

タ

ー
・
畠

山

氏
、

チ
ェ
ロ
・
片
野
氏
、

ピ
ア
ノ
・
深
田
氏
、

キ
ー
ボ
ー
ド
・
江
川

氏)

が
担
当
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。 

 

今
回
は
メ
イ
ン
会

場
が
移
動
す
る
事
や 

 

第
８
０
回
を
迎
え
る
メ 

ー
デ
ー
の
長
岡
地
区
実
行

委
員
会
が
連
合
中
越
幹
事

会
と
合
同
で
、
各
集
団
毎

の
集
団
長
・
副
集
団
長
・

救
護
班
も
加
わ
っ
て
、
開 

 
 

こ
と
と
な
っ
た
。 

 

実
行
委
員
会
終
了
後
、

第
１
７
回
幹
事
会
が
開
催

さ
れ
、
メ
ー
デ
ー
関
係
を

除
く
当
面
す
る
諸
活
動
に

つ
い
て
意
見
交
換
が
な
さ

れ
た
。 

 

４
月
８
日(

水)

連
合
中

越
幹
事
会
終
了
後
、
連
合

新
潟
の
江
花
会
長
よ
り
、

連
合
中
越
事
務
局
長
が
連

合
新
潟
執
行
委
員
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
事
務
局
内
の

任
務
配
置
の
変
動
に
つ
い

て
の
理
由
説
明
が
な
さ
れ

た
。
四
役
段
階
で
了
承

し
、
５
月
幹
事
会
で
報
告

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

て
働
い
て
い
る
最
中
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
競
馬
が
趣

味
と
い
う
。
こ
ま
り
果
て

た
中
で
弁
護
士
事
務
所
へ

駆
け
込
ん
だ
も
の
。 

 

Ｆ
弁
護
士
は
、
な
が
お

か
Ｌ
Ｓ
Ｃ
の
強
力
な
応
援

団
。
「
署
名
で
社
長
の
追

い
出
し
が
成
功
し
て
も
後

で
報
復
も
あ
り
う
る
。
労

組
を
結
成
し
て
息
の
長
い

職
場
改
善
が
有
効
。
」
と

相
談
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
。

弁
護
士･

当
事
者･

連
合
で

数
度
の
会
議
と
集
会
。
４

月
１
４
日(

火)

過
半
数
を

超
え
て
新
労
組
が
産
声
を

上
げ
た
。
闘
い
は
こ
れ
か

ら
始
ま
る
。 

 

追加券 
アルビレックス新潟  

観戦 無料招待｢    ｣のご案内 

《お申し込み方法》 

下記の申込欄に必要事項を記載して連合中越事務局にＦＡＸ 

願います。好評･追加チケットです。先着内･外を連絡するた

めに全項目記載願います。申込は組合単位でも組合員個人で

も可とします。チケットは事務局に取りに来るか郵送です。 

駐車料は有料１台1000円で、ローソンかセブンイレブンで

ご購入願います。 連合中越FAX０２５８－２４－８９３０ 

５月５日(火･祝)アルビレックス新潟 対 ジェビロ磐田 

組合名           申込担当者名         

連絡先住所                           

連絡先電話         連絡先Fax        

チケット必要枚数      枚(３０枚まで可) 

 

ワークシェアリング！ 
今考えなくて、いつ考える？ 

 雇用状況の急激な悪化を受け、先月3月23日、政府･
連合･経団連など政労使が、雇用安定･創出の取り組み
合意。 
 過去にも、不況になると論議され、好況になると消
えていた「ワークシェアリング論争」。どこかずれた
論議が続いた。日本の労働時間が欧米に比較して、超
長時間労働であることの抜本改正が柱となるべき課題
で、そこを見失うと、同じ繰り返しとなる。 
 まずは、論議の素材としてワークシェアリングを研
究しておられるお２人の提起を聞いてみよう。そこか
ら真剣に論議を開始しよう。 
 連合中越・長岡商工会議所の共催で、労使が合同で
提起を受けます。質疑も含めふるって参加願います。 

第一日 

 ５月１１日(月)１８:００～２０:００ 長岡商工会議所 

    講師 独立行政法人 労働政策研究･研修機構 

                    主任研究員 小倉 一哉 氏 

    ※18：00～18：30は県地域振興局の別事案解説 

第二日 

 ５月２１日(木)１８:３０～２０:００ 長岡商工会議所 

    講師 学習院大学 経済学部 

          教  授  脇坂 明 氏 

※参加費は無料です。両日通し受講が望ましいですが、勤 

 務等の都合でどちらか一方の受講も歓迎します。 

共催 連合中越(24-0515)・長岡商工会議所 

第
１
７
回
連
合
中
越
幹
事
会 

第
８
０
回
長
岡
地
区
メ
ー
デ
ー
実
行
委
員
会
開
催 

Ｆ
Ｍ
な
が
お
か
、
４
月
３
０
日(

木)

８
時
３
０
分
か
ら
議
長
の
対
談
放
送 

 

４
月
８
日(

水)
第
１
７
回
連
合
中
越
幹
事
会
が
開

催
さ
れ
た
。
幹
事
会
前
に
、
第
８
０
回
を
迎
え
る
長

岡
地
区
メ
ー
デ
ー
実
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
当
日

の
事
業
内
容
や
地
域
貢
献
活
動
な
ど
に
つ
い
て
の
意

思
統
一
が
図
ら
れ
た
。 

な
が
お
か
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
携
で
労
組
結
成 

社
長
が
勤
務
時
間
中
に
総
務
課
パ
ソ
コ
ン
で
馬
券
ギ
ャ
ン
ブ
ル 

 
 

 
 

社
員
の
個
人
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
流
出 

連
合
中
越
・
四
役
会
議 

江
花
会
長
よ
り
提
起 




